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高プロラクチン血症について

治療

ご不明な点がありましたら、医師または看護師にご相談ください。

医療法人社団 守巧会

矢内原ウィメンズクリニック

◎ 高プロラクチン血症とは…

原因

ドパミン作動薬（例：カベルゴリン、ブロモクリプチン）でプロラクチン値を下げる治療が一般的です。

治療により排卵が正常化し、自然妊娠の可能性が高まることがあります。

ストレスや睡眠不足もプロラクチン値を上げるため、生活習慣の改善も重要です。

高プロラクチン血症は、脳の下垂体から分泌されるホルモン「プロラクチン（PRL）」が通常よりも高くなる状態

です。プロラクチンは主に授乳期に母乳の分泌を促す働きがあります。 

妊娠・授乳期以外でプロラクチン値が高くなると、卵胞刺激ホルモン（FSH）や黄体形成ホルモン（LH）の分泌

が抑制され、排卵が起こりにくくなり、月経不順や無排卵を引き起こすことがあります。

● 下垂体腫瘍（プロラクチノーマ）

● 抗うつ薬や胃薬の副作用

● 甲状腺機能低下症

● 精神的・身体的ストレス

月経不順

PRL
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